
	セッション2：補助金の申請とプロジェクトの実施
（60分）
研修目的
本セッション終了後、参加者に期待されること 

承認へとつながる提案書と申請書を作成できる。
補助金プロジェクトの資金調達の仕組みを理解する。

評価の重要性について説明できる。
セッションの概要
序
  5分
補助金の申請　
 40分
プロジェクトの実施
 10分
復習
  5分
関連資料

	スライド
18. タイトル
19. 研修目的
20. 新地区補助金の申請
21. グローバル補助金の申請
22. 重点分野
23. 持続可能性
24. 提案書

	25. 申請書
26. グローバル補助金の
資金調達
27. 資金の拠出に関する指針
28. 実施
29. 評価
30. 研修目的 

ワークシート
3. まとめ 

4. 持続可能性


研修リーダーの留意点
· このセッションの進行に関する詳細と参加型活動の一覧は、「セッションの手引きの使い方」を参照してください。 

· セミナーに先立ち、このセッションの手引きに目を通し、必要に応じて地元の法律に関する情報、地区独自の要件、地区の事例などを盛り込んでください。 

· 詳しい情報は「補助金管理の手引き」をご参照ください。
· セッション中、参加者に「クラブの覚書（MOU）」を参照してもらい、関連するセクションについて説明してください。 

· 「地区の覚書（MOU）」、「クラブの覚書（MOU）」、「新地区補助金とグローバル補助金の授与と受諾の条件」、「活動する地域社会」を参考資料として手元に用意してください。
序


（5分）
スライドを映す 18
タイトル
研修リーダーの留意点
· このセッションの研修目的を確認します。
· 参加者にセッションのまとめを参照してもらい、メモを取るよう奨励します。
スライド19を映す
 研修目的
キーポイント
· 本セッション終了後、参加者に期待されること 

· 承認へとつながる提案書と申請書を作成できる。
· 補助金プロジェクトの資金調達の仕組みを理解する。
· 評価の重要性について説明できる。
ワークシート3を参照
まとめ
補助金の申請


（40分）
キーポイント
· 未来の夢計画の下では、「新地区補助金」と「グローバル補助金」の2種類が利用できます。 

· 新地区補助金の場合、クラブは、地区とロータリー財団管理委員会が定めた指針に従って、地区に資金を申請します。 

· グローバル補助金の場合、クラブは、ロータリー財団管理委員会が定めた指針に従って、ロータリー財団に資金を申請します。
スライド20を映す
新地区補助金の申請
キーポイント
· 地区がロータリー財団から一括で補助金を受領し、これをクラブに配分します。
· この資金が活用できる活動の種類について、ロータリー財団は大まかな指針を設けています。
· ロータリー財団の使命と関連していること
· 地元または海外のいずれの活動にも活用できる
· 奉仕プロジェクト、奨学金、職業研修チーム、ボランティア奉仕、プロジェクト立案のための国外渡航などの支援に活用できる。
· <<ここに、以下のような事柄に関する地区の方針を記載する。
· 補助金の申請方法
· 利用可能な資金
· 支援可能な活動の種類>>
研修リーダーの留意点
· 地区が独自に設けている要件がある場合には、上記キーポイントとスライドに追加してください。 

· 参加者に、前年度に行ったプロジェクトの例を紹介してもらいます。
スライド21を映す
グローバル補助金の申請
キーポイント
· ロータリアンとクラブ（および地区）は、財団にグローバル補助金を申請することができます。
· 申請は、ウェブサイト（www.rotary.org/ja）の「会員アクセス」を通じて行い、手続きは提案と申請の2段階から成ります。
· グローバル補助金を受領するには、プロジェクトや活動が以下を満たしている必要があります。
· 重点分野の目標のいずれかに関連していること 
· 持続可能であること
· 2つの試験地区のロータリー・クラブが関与していること
· 活動予算が最低30,000米ドルであること 

· クラブがグローバル補助金の受領資格を満たしていることを、地区が確認する必要があります。 

スライド22を映す
重点分野
キーポイント
· 重点分野は以下の通りです。 

· 平和と紛争予防／紛争解決 

· 疾病予防と治療
· 水と衛生設備 

· 母子の健康 

· 基本的教育と識字率向上 

· 経済と地域社会の発展 

· 各分野には具体的な目標が定められています。地域社会に実在するニーズに取り組むプロジェクトの計画を練る際には、これらの目標を考慮に入れることが重要です（「補助金管理の手引き」の「補遺資料4：重点分野の目標一覧表」を参照）。
スライド23を映す
持続可能性
キーポイント
· 持続可能なプロジェクトや活動とは以下のようなものを指します。 
· ロータリー財団の資金がすべて使用された後にも、プロジェクトや活動がもたらした影響が続いていく。
· 地元のリソース、地域の考え方や意見、現地の人々の知識を最大限に活用する。
· 自らが働く地域社会や職業に大きな影響を与え、効果を高められるよう、プロジェクトに参加する人々のスキルや知識を高める。
· 上記事項に関する詳しい説明は、「補助金管理の手引き」にある「補遺資料5：持続可能性とグローバル補助金」をご参照ください。
· グローバル補助金申請の提出に先立って提案書の段階を踏むことにより、その補助金プロジェクト／活動が持続可能なものとなるよう事前に確認することができます。
ワークシート4を参照 
持続可能性
研修リーダーの留意点
· この活動に10分を割り当てます。
· 参加者を2～4人から成るグループに分けます。
· 参加者と一緒にワークシートに目を通します。参加者に、表にある事例について話し合い、最後にある3つのプロジェクトをより持続可能とするにはどうしたらいいかを考えてもらいます。 

· 各グループに、話し合いの結果を全体に発表する人を一人ずつ選んでもらいます。
· プロジェクトの持続可能性を高める方法の例には以下のようなものがあります。
· 地域社会で啓蒙キャンペーンを行う。
· 専門家を養成する
· 地元の団体と協力し、収入源となる活動を組織する。
補助金の提案書や、申請書を作成した経験のある方はいらっしゃいますか。（いる場合）補助金の提案と申請との違いを、ご説明いただけますか。
スライド24を映す
提案書
キーポイント
· 特定された地域社会のニーズを説明する。
· 計画中の活動と期待できる結果を記載する。
· 重点分野とどのように関連しているかを説明する。
· 大まかな予算および調達資金を記載する。
· 奨学金の提案書の場合、奨学生の選んだ大学と重点分野、将来のキャリア目標（将来のキャリアが重点分野とどのように関連しているかを具体的に）を、確認する。
スライド25を映す
申請書
キーポイント
· 申請書には以下の情報を盛り込む必要があります。
· 詳細なプロジェクト計画
· 補助金活動の実施にローアリアンがどのように積極的に関与するかの説明
· 活動によっていかに持続可能な成果がもたらされるか、またどのように成果を測ることができるかの説明
· 詳細な予算、および補助金のための資金調達の詳細
· 署名の入った協力組織との覚書（該当する場合）
· 正式な申請書が提出された後、補助金の額やプロジェクトの複雑さに応じて、財団がさらに審査を行う必要が生じる場合もあります。
スライド26を映す
グローバル補助金の資金調達
キーポイント
· グローバル補助金プロジェクトの予算の下限額は30,000米ドルです。
· クラブと地区は、以下を通じてグローバル補助金のプロジェクトや活動の資金を調達できます。
· DDF（地区財団活動資金）（財団により国際財団活動資金［WF］から同額が上乗せされる）
· 提唱者（ロータリアン）による現金寄付（ロータリー財団への現金寄付またはロータリアンが実施した募金活動の収益金。財団により50％上乗せされる）
· ロータリアン以外による寄付金（他団体や、プロジェクトや活動に利害関係を持つ団体または個人からの寄付。財団に送金されず、財団からの上乗せはない）
スライド27を映す
資金の拠出に関する指針
キーポイント
· 補助金のための拠出金は、クラブや地区が既にその資金を有している場合を除き、ロータリアンからの寄付またはロータリアンが地域社会の募金で得た収益によるものでなければなりません。 

· ロータリアンは、補助金をもらうために受益者から資金を集めることは認められません。
· ほかのロータリー財団補助金プロジェクトから寄付を受け取ることは認められません。
· 現金寄付は、常に、その資金を提供した個人の寄付として認識されるべきものです。寄付をほかのロータリアンの名義で記録できるのは、寄付者本人の承諾に基づき、承諾の証明が提出された場合に限ります。 

プロジェクトのための現金寄付をどのように集めますか。
寄付をさらに増進するために、何ができるでしょうか。
回答例
寄付者の貢献を称え、感謝の意を示す。 

寄付者の意向に沿った目的に資金を使用する。
補助金が誰のために、どのように使われたかを、寄付者に報告する。
補助金プロジェクトの実施


（10分）
スライド28を映す
実施
キーポイント
· プロジェクトを成功へと導くには、円滑なコミュニケーションが欠かせません。以下のように定期的に連絡を取るようにします。
· 補助金プロジェクトの進展状況について、協同提唱者および地域社会の人々に伝える。
· 奨学生と連絡を取る。
· 資金の使途についてクラブと地区に報告する。
· 「補助金の授与と受諾の条件」の規定通り、ロータリー財団または地区に報告する。
· クラブは、補助金の財務管理計画を実践しなければなりません。これには、補助金専用の口座の開設、必要に応じて口座の管理者を引継ぐ計画、資金配分の計画、地元の法律が義務づけている事柄などが含まれます。
· 補助金の詳細な記録をつけておけば、資金の使途の報告が簡単になり、問い合わせに迅速に答え、補助金の管理状況に関する透明性を保つことができます。
· グローバル補助金の場合、財団が承認した計画に従う必要があります。プロジェクトの範囲や予算に変更が生じた場合は、その都度、財団から承認を得ることが義務づけられています。
クラブがプロジェクトを成功へと導くための方法には、ほかにどのようなものがありますか。
スライド29を映す
評価
キーポイント
· 評価を行うことで、クラブで報告要件が順守されているかどうかの確認にも役立ちます。 

· 成果が確認された場合は今後もそれを応用し、教訓が得られた場合はそれを次回のプロジェクトに生かします。 
· 計画段階で定めた目標を指標として用いながら、プロジェクトまたは活動の成果を評価します。
· 評価の際にどのようなデータを使用するか、またどのような評価方法を用いるかは、計画段階で決めておきます。
· プロジェクトの評価は、実施中と完了後に行われます。
· プロジェクトの成果をロータリー内外に伝えます。こうすることで、財団に関心を持ち、参加したいと思う人が増えるとともに、寄付金がどのように使われたかを寄付者に知らせることができます。
· 評価方法については、出版物「活動する地域社会」を参照するよう指示します。
クラブのプロジェクトの成果を評価する方法には、どのようなものが
ありますか。
回答例
プロジェクトの前後に、受益者と参加者を対象にアンケート調査を行う。
プロジェクト完了の前後に、地域社会のデータを分析する。
事前に立てた目標と成果を比較する。
補助金プロジェクトの評価を行った経験のある方はいらっしゃいますか。
（いる場合）そこから何を学びましたか。
評価で得られた情報を、どのように生かしましたか。 

プロジェクトの成果について、クラブと地区のロータリアン、および地域社会の
人々に、どのように伝えましたか。
復習


（5分）
スライド30を映す
研修目的
キーポイント
· 本セッション終了後、参加者に期待されること 

· 承認へとつながる提案書と申請書を作成できる。
· 補助金プロジェクトの資金調達の仕組みを理解する。
· 評価の重要性について説明できる。
ワークシート3を参照
まとめ
研修リーダーの留意点
· 研修目的を復習し、すべての主題が十分に話し合われたことを確認します。また、参加者からの質問に答えます。
· 「まとめ」のワークシートを使って、セッション中に学んだことと、その結果から実行しようと思う活動について、参加者に発表してもらいます。全体に向けて発表する代わりに、隣同士で話し合ってもかまいません。
· 参加者に礼を述べます。
散会
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